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1. 背景と研究目的 農業水路やため池等の農業水利施設は，元来受益者等によって維持・

管理が行われてきたが，今日の農村部での高齢化や人口減少，非農業者世帯の混住化等は，

受益者による農業水利施設の維持・管理を困難にしつつある．そのため，住民による施設

の維持・管理を継続する手法を開発することが求められている．施設の維持・管理への住

民参画を環境配慮的行動と考えると，広瀬（1995）が開発した環境配慮的行動と規定因の

要因連関モデル（以下，広瀬モデル；Fig. 1）で，行動と住民の態度の関係が説明できると

考えられる．農村計画学分野では，ため池の清掃活動への住民の参加要因（水谷ら，2006）

や用水路への愛着が維持管理活動に対する態度に及ぼす影響（岩本ら，2012）等で広瀬モ

デルを利用して分析を行っている．本報告は，住民参画で整備された農業水路を有する集

落に居住する住民の水路の維持管理作業への参加理由を，広瀬モデルを援用して検討する． 

2. 対象地区と研究方法 対象地区は滋賀県犬上郡甲良町北落集落である．甲良町は 1981

年から着手された土地基盤整備事業が進む中で生活環境の変質に対する住民の危機意識が

高まった（岩隈，1997）．北落集落では，農業水利施設高度利用事業（1989 年）によって住

民参画型の水環境整備が行われた（新田ら，2018）．水路の維持管理作業への参加理由は，

北落集落の住民への聞き取り調査から検討した．聞き取り項目は，性別と年齢，出生地，

北落集落での居住年数に加えて，水路の維持管理作業への参加の有無，水路の維持管理作

業に参加している場合は参加する理由である．  

3.水路の維持管理に参加する理由 調査は 2018 年 8 月か

ら 2019 年 1 月に北落集落に居住する 18 人の住民を対象

に実施した．被験者の性別と出生地を Table 1 に示す．北

落集落の水路の維持管理作業は，集落全体での作業が 1 年

に 1～2 回程度，「組」という集落を 10 区分した組織での

清掃活動が，自宅が水路に接する場合おおむね 1～数週

間に 1 回行われる．活動に参加を求められる場合，両者

とも 1 世帯から 1 人参加する．聞き取りの結果，被験者

の全てで清掃活動に世帯としてほぼ参加しているとの

回答を得た．  

聞き取った参加する理由を広瀬モデルの規定因と関

連づけた結果，Table 2 のように整理された．ここで環境
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Fig. 1 広瀬（1995）モデル  

Table 1 被験者の性別と出生地  

 
地元  

生まれ  

他所  

生まれ  
合計

男性 8 2 10 

女性 3 5 8 

合計 11 7 18 
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リスク認知は，環境汚染がどれ程深刻

でその発生がどれ程確からしいかに

ついての認知とされる．聞き取った結

果からは，水路の維持管理では堆砂や

ゴミの増加等の水路の機能減退に対

する認識の有無が影響すると考えら

れた．責任帰属認知は，環境汚染や破

壊の原因が誰あるいは何にあるのか

といった認知とされる．水路の維持管

理では，自分達が住む集落にある水路

を掃除することは当然である，子供の

遊び場を掃除するのは当たり前であ

るといった当事者意識の有無が影響

すると考えられた．対処有効性認知

は，何らかの対処によって環境問題は

解決可能かどうかという認知とされ

る．水路の維持管理では，自分達が清

掃することで水路が美しくなってい

るといった，達成感の有無が影響する

と考えられた．実行可能性評価は，行

動が実行可能かどうかという評価で

ある．ここでは水路掃除等を仕切るリ

ーダーの存在が影響することが示唆

された．便益費用評価は，行動のもた

らす結果の便益やコストについての

評価である．水路の維持管理では，行動の負担感が影響することが示唆された．社会規範

評価は，行動が準拠集団の規範や期待に沿っているか否かの評価である．水路の維持管理

では，みんなが参加しているから仕方がないといったことから行動への集落の参加率が，

自分が活動に参加することで集落の役に立てるという満足感がそれぞれ影響することが示

唆された．その他，子供への教材の提供になるからきれいにしたいという「欲求」のよう

な要素も抽出された．  

4. まとめ 水路の維持管理作業に参加している住民は，現状の作業量を負担に感じていな

いことや，集落の水路の維持管理は住民が行って当然といった意識を有していることが明

らかになった．今後はアンケート調査を行い，水路の維持管理作業への参加に強く影響す

る要因を明らかにしたい．  
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Table 2 水路の維持管理作業に参加する理由  

環境リスク認知

・土や砂の堆積が多い

・ガラスの破片等があることがあるので，自分の子供は水路に

入らせたくない

・ゴミが多いから集落をきれいにしたい

・昔よりゴミが増えた気がする

責任帰属認知

・集落の水路を自分たちで掃除するのは当たり前

・水路掃除は必要である

・やりたくなかったが，やってみると管理の大切さを理解した

・子供の遊び場なのでゴミ掃除をするのは当然

・北落の川だから来られる間は掃除に出よう

対処有効性認知

・自分が活動に参加することで美しい水路が維持されている

・自分が掃除をするからきれいな川は保てている

・掃除しないとすぐに水路が汚れる

実行可能性評価

・誰かが音頭を取ってくれたら楽である

・最初は面倒だったが，今は当たり前である

便益費用評価

・今以上の頻度で掃除を求められると厳しい

・現状では活動に負担感はない

・掃除が1時間位でできて，2ヶ月に1回だから苦にならない

社会規範評価

・みんな参加しているから仕方ない

・自分が活動に参加することで集落の役に立てる

・決まったことに参加することは当たり前

・北落はボランティア精神を持つ人が多い

その他

・子供への教材の提供になるから，きれいに管理したい
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